








要約:冠動脈瘤を形成し、発病から 6年以上経過観察している川崎病 59 例の長期予後と受

診状況を検討した。発病からの期間は6から 16年、年齢は 7から 21 歳であった。最終造

影所見は、正常 26 例、拡張 16 例、瘤 8 例、狭窄 3 例、閉塞 6 例であった。3 年以上病院

を受診していない患者は 15 例で、発病からの経過が長くなるにつれて受診率が低下した。

冠動脈病変の長期予後が不明な現在、定期検診の重要性を患者に十分説明する必要がある。


